
 

 

 

 

 

 

病院長挨拶 

地域医療構想と本院の役割

現在、医療計画のもととなる「地域医療構想」が進行中です。その中心は、諸外

国に比し病床過剰といわれる我が国の病院を本来の機能に見合うものに整理し直す

ことにあります。手始めに病床機能報告制度ができ、全ての病院は、自病院が高度

急性期、急性期、回復期、慢性期のいずれに属するかを自主的に県に申告する義務

があります。新小山市民病院は、高度急性期15床（HCU,SCU）急性期285床（地域

包括ケア病棟44床を含む）と報告しました。これらは、あくまで自己申告で、「そ

うありたい」という数字です。そこで、国は客観的な定義を考案した結果、1日当た

りの入院医療費の単価で区切ると、高度急性期から慢性期へ医療資源投入量が漸減する移行過程をよく判

別できることがわかりました。レセプトやDPCデータをもとに、医療資源投入量からみて本来の高度急性

期から慢性期に相当する病床数を推計したのです。これは、「そうあるべき」という数字です。県南地区

全体では、病床機能報告制度の各病床数は、これら実際の医療必要度と比較して、回復期が不足し、高度

急性期・急性期ともに病床過剰となりました。今後、県と各病院関係者が話し合う「地域医療構想調整会

議」においてあるべき姿に収斂させることになっています。その際、公的病院や特定機能病院など中～大

病院の担う医療機能を明確にする必要があります。新小山市民病院は、県南小山地区の２（～３）次の急

性期中核病院であり、同時に認知症や在宅診療など地域包括ケア体制を構築していくうえでの中核的医療

機関としてのニーズがあります。 

新小山市民病院は、地区医師会の先生方に支持されてこそ、その役割が果たせます。今後とも、救急を

断らず受け入れ、医療の質とレベル、患者サービスの向上を図ることに取り組んで参ります。 

平成28年12月                   

理事長・病院長 島田和幸
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１０月２１日、小山市、下野市、野木町、

上三川町の小山地区医師会のエリアと結城市

を含めた１４病院の理事長、院長等が出席し協

議会を結成。情報交換を密にして連携を強化し、

患者さんへの最適な医療やケアを 

提供できる体制の構築を目指します。 

 

http://hospital-shinoyama.jp/ 〒323-0827 栃木県小山市神鳥谷2251-1 ☏0285-36-0200（代表）



泌尿器科 副部長 中野 一彦 

平成 28 年 10 月より、新小山市民病院に赴任致しました中野一彦と申します。 

平成 16 年に浜松医科大学を卒業後、自治医科大学泌尿器科に入局し

研修致しました。大学では前立腺癌を中心とした泌尿器癌診療を主に行

ってきました。これまでに下都賀総合病院（現とちぎメディカルセンタ

ーしもつが）を中心とした関連病院での泌尿器科全般の診療にも携わっ

てきました。 

近年急増している前立腺癌や高齢者の排尿トラブルなどについて、積

極的に診療していきたいと考えておりますので、遠慮なくご紹介頂けま

したらと存じます。 

一方で、加療に伴い症状の安定した患者様はかかりつけの先生方に積極的に逆紹介させ

て頂くことで、地域医療連携を密にしていきたいと考えております。 

至らない点も多々あるかと存じますが、何卒よろしくお願い致します。 

内科・総合診療科 医員 鈴木 紘史 

この度、平成 28 年 10 月より新小山市民病院の内科・総合診療科に着任しました

鈴木紘史（ひろふみ）と申します。福島県出身で、東海大学を卒業後し、 

卒業後は自治医科大学附属さいたま医療センターで初期臨床研修を行い 

ました。初期研修終了後は自治医科大学附属病院総合診療内科で勤務して 

おりました。28 年 10 月現在医師 5 年目です。 

若輩者ゆえ至らない点、ご迷惑をお掛けする点多々あると思いますが、 

医師会の先生方と協力させて頂きながら、一生懸命診療を行っていきたい 

と思っております。ご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い致します。 

 眼科 部長 今泉 敦志 

平成 28 年 11 月より新小山市民病院 眼科に着任いたしました今泉 敦志と申します。

これまでは非常勤医師として、水曜日に外来を担当させていただいておりました。 

当院の眼科では、患者様の症状や疾病に応じて、曜日ごとの各々の専

門医師によるチーム医療のシステムを取り入れ診療にあたっておりま

す。今後も、経験豊富な先生方と力を合わせて、地域の皆さんのお困り

ごとに親身になって耳を傾け、小山市近郊の連携病院の先生方と地域連

携をとりながら、私自身も成長できるよう頑張っていきたいと思います。 

1 人の力ではまだまだ未熟で、諸先生方にはご迷惑をお掛けすること

もあるかとは存じますが、ご指導・ご鞭撻を賜りたいと思っております。

宜しくお願い申し上げます。 

 

 

☆ 10月、11月に新しく３名の医師が着任されました ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新小山市民病院ニュースレター No.15



 

 

 

 

当院の平成 27 年度の業務実績について、  

地方独立行政法人新小山市民病院評価委員会に

より業務評価が行われ、全体評価として中期 

目標・中期計画の達成に向けてすべて計画  

どおり進んでいるという評価をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

※大項目についてはＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階

評価で、小項目は５～１の５段階評価で評価されて

おります。詳細につきましては、当院公式ホームペ

ージ⇒「病院について」⇒「地方独立行政法人につ

いて」内に評価結果を掲載しておりますので、ぜひ

ご覧くださいませ。 

  

 

 

 

１０月１６日（日）に、第５回新小山市民病院ふれあい祭りが開催されました。今回は新病院移転後

初めての開催となり、当日は秋晴れの中多くの方にご来場いただきました。新しいイベントを企画した

り、会場レイアウトに悩みながら準備を進めたりと試験的な部分もありましたが、大盛況のうちに終了

することが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新小山市民病院ニュースレター No.15

ミニ講演会は、自治医大ステーション・ブレインクリニック ＣＥＯ 

藤本 健一 先生が講師としてご協力くださいました医師会の先生に

もご講演いただき、多くの方にご来場頂きました 

小山市消防本部にご協力

いただいた AED 体験 

ボランティアの方々にも事前

にご協力いただきました 



  

 

 

いつも当院運営にご協力頂きありがとうございます。今年度上半期のデータを集計しグラフ化しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月からの小児科診療体制の変更について                 11月からの婦人科外来診療変更のお知らせ 

【月曜日～金曜日】      外来診察 ８時４５分～午後５時      常勤医の対応 診療日：月曜日・火曜日・木曜日の午前中 

【日曜日・祝日】（小児輪番日）外来診察 ９時～午後５時             ※できるだけご予約を取り、紹介状持参の上、 

＊従来の平日午後８時１５分までと、土曜日９時～午後５時は、                                         ご来院ください。 

暫くの間休止となります。                   非常勤医の対応 診療日：水曜日・金曜日の午前中 

※ 緊急を要する患者さんのご紹介の際は、             ※予約制になっております。事前にご予約をして 

医療連携室にご連絡ください。（℡０２８５－３６－０２５２）       いただき、紹介状持参の上、ご来院ください。 

※ 緊急を要さない場合は、できるだけ水曜日以外に受診される        予約センター：０２８５－３６－０２７０ 

ようにご説明ください。                                        第１・第３金曜日は、手術日のため、終日休診となります。 

 

新小山市民病院ニュースレター No.15

患者支援センター（受付時間 平日 8：30 ～ 17：15） 
◇ 医療連携室  ： ０２８５－３６－０２５２ 

（緊急の患者紹介・転入相談・その他地域連携に関すること） 
◇ 予約専用ダイヤル：０２８５－３６－０２５４ 

（もの忘れ外来・内科・神経内科・循環器内科の受診予約・胃カメラ・ 
心エコー・腹部エコーなどの検査予約） 

◇ 医療相談室  ： ０２８５－３６－０２５６ 
（医療相談・退院調整に関すること・MSWに連絡・その他、外来患者の各種 

相談に関すること） 
◇ ＦＡＸ    ： ０２８５－３６－０３５２ 
◇ メール renkei@hospital.oyama.tochigi.jp  ※メールでも受付しております。 

  

共同利用件数（平成 28 年 4 月～9 月） 


